
基礎工学部 
学位プログラム： 計算機科学・ソフトウェア科学 
授与する学位： 学士（工学） 
 
教育目標 
 
大阪大学および基礎工学部の教育目標のもと、学位プログラム「計算機科学・ソフトウェア科

学」では、コンピュータそのものとその利用のための基盤となる知識や技術を有し、また、それ
らを様々な形で応用して社会に貢献することのできる人材を、基礎理論から応用に至る専門教育
と社会性、人間性を涵養する教養教育を通じて養成することを目標とします。 

 
○高度な専門性と深い学識 
・ハードウェアとしてのコンピュータに加え、ソフトウェアやネットワークなどに関する、コ
ンピュータを利用する上で基盤となる情報科学の知識と、情報技術を用いる技能と共に、それ
らを利用して様々な応用システムを構築する発想力と課題分析力、および、専門分野における
倫理観を有している。 

 
○教養 
・情報分野の専門的な知識や技術を種々の問題解決のために応用するのに必要な、幅広い教養
を基にした複眼的・俯瞰的な思考力を有している。 

 
○国際性 
・英語を通して発信される情報科学・情報技術に関連する専門的な理論や技術成果を咀嚼でき
る能力と共に、異なる言語・文化・専門分野に理解を示し、これらの相違を超えて交流できる国
際性を有している。 

 
○デザイン力 
・情報科学・情報技術に関する学術的・専門的な課題に加え、情報科学・情報技術を活用して
解決できる社会的課題を、発見・分析して解決への道筋を構想できる力、および様々な分野の
人と交流できる力を有している。  



学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 
 
 大阪大学および基礎工学部のディプロマ・ポリシーのもと、学位プログラム「計算機科学・ソ
フトウェア科学」で定める特別研究を含む所定の単位を取得することで、以下に示すコンピュー
タとその応用の基盤となる専門知識と技術、それらの背景にある自然科学系の知識、高い教養、
倫理観、国際性を身につけた学生に学位（工学）を授与します。 
 
○高度な専門性と深い学識 
・コンピュータとその関連分野における高度な知識と技能に加えて、その基盤となる理論的背
景について幅広い学識を有している。 
・コンピュータとその関連分野における高度な知識と技能を用いて応用システムを実現するこ
と、および、そのようなシステムを学術的または社会的な課題の解決に活用することに必要な、
発想力と課題分析力、および、専門分野における倫理観を有している。 

 
○教養 
・コンピュータとその関連分野における高度な知識と技能を、他の分野の技術と融合すること
や他分野の課題に適用することに必要な、幅広い知識を有している。 
・コンピュータとその関連分野における知識と技能を、他の分野の技術や課題に結びつけるこ
とができる幅広い知識を基に、専門的な理論や技術成果を科学の体系の中に位置付け、その価
値を客観的に評価することができる。 

 
○国際性 
・英語を通して発信される情報科学・情報技術に関連する専門的な理論や技術成果を理解でき
る。 
・総合的な知性と豊かな人間性に基づく幅広い教養を兼ね備え、言語・文化・専門分野の相違
を尊重するとともに、それらを超えて交流できる。 

 
○デザイン力 
・コンピュータとその関連分野を発展させる上での新たな課題や、それら情報関連分野の技術を
活用して解決すべき新たな社会的課題を、発見・分析し、解決への道筋を構想できる。 
・コンピュータとその関連分野を発展させる上での課題や、それら情報関連分野の技術を適用
できる社会的課題を、発見し解決するために、様々な分野の人と協働できる。 

  



教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 
 
大阪大学のおよび基礎工学部のカリキュラム・ポリシーのもと、学位プログラム「計算機科学・

ソフトウェア科学」のディプロマ・ポリシーで掲げる知識・技術などを修得させるために、以下
の方針で、教養教育系科目、専門教育系科目、国際性涵養教育系科目を体系的に編成し、講義、
演習、実習等を適切に組み合わせた授業を開講しています。 
 
＜教育課程編成の考え方＞ 
○高度な専門性と深い学識 
・専門基礎教育科目を通じて、情報科学・計算機科学を学ぶ上で必要な、数学や自然科学に関
する 基礎的な知識と技能を身につけます。その上で、専門教育科目の講義を通じて、情報科
学・計算機科学の基盤となる理論体系や、情報処理システムの構成・開発、ソフトウェアの構
成法・応用などに関する知識と技術といった、コンピュータとその関連分野における高度な知
識と技能を身につけます。 
・専門教育科目における、コンピュータを使ってプログラムを作成する演習や、ハードウェア
を制作する実験を通じて、コンピュータとその関連分野における高度な知識と技能を用いて応
用システムを実現すること、および、そのようなシステムを学術的または社会的な課題の解決
に活用することに必要な、発想力と課題分析力を身につけます。さらに、社会と情報技術との
関連性を学ぶ講義を通して、専門分野における倫理観を身につけます。 

 
○教養 
・教養教育系科目を通じて、コンピュータとその関連分野における高度な知識と技能を、他の分
野の技術と融合することや他分野の課題に適用することに必要な、人文科学と自然科学に関する
幅広い知識を身につけます。 
・教養教育系科目、特に、高度教養教育科目を通じて、コンピュータとその関連分野における知
識と技能を、他の分野の技術や課題に結びつけることができる幅広い知識を習得します。これに
より、専門的な理論や技術成果を科学の体系の中に位置付け、その価値を客観的に評価するため
の基礎を築きます。 
 
○国際性 
・高度国際性涵養教育科目に加え、専門教育科目における PBL，、ゼミナール，、特別研究を通じ
て、英語を通して発信される情報科学・情報技術に関連する専門的な理論や技術成果の理解力を
身につけます。 
・国際性涵養教育系科目を通じて、総合的な知性と豊かな人間性に基づく幅広い教養を身につけ、
言語・文化・専門分野の相違を尊重する国際性と、それらを超えて交流できる人間力の基本を身
につけます。 
 



○デザイン力 
・ＰＢＬ、ゼミナール、特別研究等の専門教育科目を通じて、コンピュータとその関連分野を発
展させる上での新たな課題や、それら情報関連分野の技術を活用して解決すべき新たな社会的課
題を、発見・分析し、解決への道筋を構想できる創造性を身につけます。 
・ＰＢＬ、ゼミナール、特別研究等の専門教育科目を通じて、コンピュータとその関連分野を発
展させる上での課題や、それら情報関連分野の技術を適用できる社会的課題を、発見し解決する
ために、様々な分野の人と協働できる人間力の基本を身につけます。 
 
＜学修内容及び学修方法＞ 
・それぞれの科目ではその学習内容に応じて、講義形式だけでなく、学生が主体的な学びを深め
るために、演習、実習、実験、ＰＢＬ、アクティブラーニングなどを適切に組み合わせて、学習
を行います。 

 
＜学修成果の評価方法＞ 
・学修の成果は、科目に応じた課題を課し、レポート・制作物・試験結果、および、活動内容で
評価します。具体的には、１）講義においては、レポート、試験、授業へのコミットメント、２）
演習・実習においては、活動内容、プログラム・ハードウェア・システム等の制作物、レポート
等、３）PBL やアクティブラーニングにおいては、活動内容、レポート、口頭試問、制作物、成
果発表等、４）特別研究においては、研究遂行の過程、作成した研究論文、制作物、成果発表等
によって、多角的に学修の評価を行い、一定の成績を収めた学生に対して単位を認定します。 
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